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亀田和夫 ･鎌田 勉(北大 ･歯 )
ニホンザル大脳皮質ニューロンが,サルの声の
ような複雑音を特徴づける仕組みを解明すろため
に,下記のような刺激音に対する聴皮質ニューロ
ンの応答を記録した｡純音(500-90OHz).2位
のこホンザルのcoo音(smoothearlyhigh
(SEH)およびsmooth latehigh(SLH)),
このサルの声の基音をFFT分析した結果に基い
て発振器によって合成したもの(音圧は一定),
およびその2,8,4倍音,さらにこれら基 ･倍
音のうち2つを組み合わせたもの5通りを作成し
て使用した｡実験は2種のcoo音を,防音室内の
無麻酔サルにヘッドホンを使用して聞かせ,適法
により聴皮質からこれに応ずるユニットが記録さ
れたとき,他の刺激音を噸次きかせて応答を記録
して行った｡左右南半球に113回別人し,57利人
から98個のユニットを記録した｡このうち54ユニ
ットについて上記のテストができた｡54のうち81
ユニットは2種のサルの声に同じような反応パタ
ーンを示し,23は異なろ反応パターンを示した｡
このうち5ユニットはサルの声に対する反応が,
その声を構成する周波数成分への反応の和を反映
していた｡例えばあるユニットでは,SLHに対
して刺激音の後半であらわれる反応が,約8倍音
のみの刺激でもあらわれ,基音と第8,あるいは,
第2と第3倍音との組み合わせでもあらわれた｡
すなわち,サルの声の後半にあらわれる反応は第
8倍音に対して応じていると考えられた｡しかし,
他の14ユニットでは,声に対する反応が周波数成
分への反応からは再構成できず,第5倍音以上へ
の反応か,あるいは音圧変動に対する反応と思わ
れる｡なお,ヘッドホンの片方からのみ音刺激を
与えたとき,左半球のユニットは45個のうち18が
右耳刺激に対し左耳刺激よりよく反応し,右半球
では55個のうち24が'左耳刺激に対して右耳刺激よ
りよく反応した｡この割合(約40%)に左右の相
違は見られなかった｡
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